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倒の印象が付与されたものと考えられる。この余氏の発言が後の紀昀の人物像に大きく影響し、漢学信奉者として 紀昀像が、その後の紀昀研究者の間で定着していった感があ しかし、近年ではこのような紀昀 台湾の王鵬凱氏等の論考で是正されてきている。　
先述の余氏の発言は、戴震が反理学の思想を抱く機縁となった


























がしばしば登場する。それによる 「 『灤陽消夏録』巻五第二十七則、巻六第十則、 『槐西雑志』巻一第五十六則、巻二第三十二則、 『姑妄聴之』巻四第二則、 『灤陽続録』巻三第十則、巻五第一則など」
（４）
の計七話である。語った場所は紀昀の屋敷に逗留中







猟師数人が怪我をしたけれども、捕まえることができないという事件があった。県の人々は知県に「これは徽州の唐打猟を呼んでこないと、この虎 被害を除くことはできない」と請願した。 （休寧の戴東原がいうには、明の頃に唐某という人物がいた。新婚であったが、虎に殺されてしまった。その後唐某の嫁は子を出産した。嫁はそ 子に向かって祈りをこめて「もしおまえが虎を殺すことができなければ、私の子ではない。 世の子孫ももし虎を殺すこと できなければ 皆私の子孫ではない」といった。だから代々唐氏は虎を捕まえることができると）そこで知県は役人に手土産をもたせて唐のところへ往かせた 役人は帰ってきてから「唐氏は優れた技の持ち主二人選んで差し遣わしてくれるそ す。そろそろこちらに着くでしょう」と報告した。二人 旌徳県に着いたが、みれば一人は老 で鬢髪は白く、時々ゴホゴホ咳き込んでいる。もう一人は少年で十六・七歳ぐらいである 大いに失望して せっかく来たのだからと食事の支度を命じ老人は知県の中涵が内心大いに不満 あるこ を察 、半ば跪いて「聞けばその虎は城より五里ばかりのと にいるとか、先ず虎を捕まえてから食事にしても遅くはあ ますまい」という。そこで役 に案内させていくことにした。役人は谷の入り口まで案内すると、敢えて進まずそこで動かなくなった。老人はそれを見て「わしがいるじゃないか、あん それ
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驢馬がきて、書生の集団と相前後した。見ると一人は老婆で、一人は若い美しい女である。書生は若い女のほうがきになっていたが、 女は自分と書生が親戚であり、以前書生の顔をみ 知っている、と告げた。別れ道に来ると、若い女は家に招いて御馳走すると う。書生は喜び同行者に晩に某所で待つように頼んだが、そのまま帰ってこなかった。翌日仲間が捜索したが、村に二人の女を知るものはなく、親戚と称する女の家も きとめたが、そ は没してすでに半年たっていた。幽霊に惑わされたのか 妖に食らわれた か、賊に襲われたのかわからないが、こ 話は少年の軽薄な者への戒めになるであろう」　
その時方可村がその場にいて、秦隴に行った時これと似











会注・会評』 、 『紀暁嵐文集』等はこの形式に従う。しかし、上海進歩書局本や文光図書有限公司本等は方可村以下の話を、 『槐西雑志』二、二十八則の後に付している。二十八則は次のような話である。
　
昔下男だった蘭桂が語る。初めて都に行った時、人と一緒
に福清会館に泊まった。そこの門の外は墓場だらけであっ 。月の暗いある日の夜、騒がしい声、哭泣するような声、また数人が宥めるような声が聞こえてきた。これは生きている人間ではなく、霊達が喧嘩している声だろうと思い、門の隙間から外を窺うと そこには にも見えなかっ しかし、しばらくの時間息を殺してよく聞いてみると、ある一人の男が其の妻の棺を移す時、間違えて他家の婦人の棺を移してしまった。婦人にはもとより夫がい 、 近く 葬られていた。 （そ




している点と、方可村が「似た話」と述べている点から考えると、三十二則の後より二十八則の後のほうが理解しやすい、また、方可村の話と三十二則の話に類似点は見出せない。つまり三十二則の話とこ 三名の寸評はまったく断絶していると ってよ 。王鵬凱氏によれば新興書局本に至 ては、三十二則は方可村の話以下が欠落していると述べ 。
（８）
この移動は祖本である嘉慶

















れてきた。そして仙人を私の邸内にある綠意軒の中に降ろした。壇に書された詩には「沈香亭畔艶陽の天、斗酒曾て題す詩百篇、二八の嬌嬈親ら硯を捧げ、今に至るまで身に御爐の香を帶ぶ。滿城の楓葉薊門の秋、五百年前舊遊 感じ 偶々蓬莱仙子と遇ひ 相携へて便ち上る酒家の樓」とあった。私が「ならばあなたは青蓮居士なのか」と問うと、 「そうだ」と答える。そこでその場にいた趙春澗が突然立ち上がり質問した。 「大仙の詩は斗酒百篇でしょうが、沈香亭にはいなかのでは。楊貴妃は馬嵬で没しましたが、年齢は三十八歳であって、その時十六歳ではなかった ず す。大仙の足跡 漁陽にいったことはないはずです。 ぜ旧遊に感じる ですか。天宝から今に至るまでは、五百年以上あり す。どうして大仙の詩は誤記だらけな すか」しかし乩は だ「我酔い































地を求めて歙県の山奥にまできたが、日が暮れてきはじめ、風雨が来そうにになった。見れば崖下に洞窟があるので、その中に入って、風雨をしばらく避けること した。す と洞内から「この中には幽霊がいるので、君は入ってきてはいけない」という人 声が聞こえる。宋某は「ではあなたはな
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た。そしてそこの主人とよく話をすることができた。狐は贈り物をしたりし、また互いに物を借りあうような仲であり、まるで隣人のようなつきあいをしていた。ある日狐が主人に告げていうには「君の別のところにある空き部屋に、首吊りの霊が昔から住み着いていた。君が近ごろこの部屋を壊したため、首吊りの霊は居場所をなくしてしまった。そこで私の所へ来て部屋を奪いにきて争 に っている。首吊り霊は時々その醜い姿を現す で、女児が恐怖し まったく憎むべき奴である。また祟 をな て、女児に寒熱を起こさせたりする。もう堪忍できない。そこで頼みがあるのだが、某道観の道士は除霊ができるそうだ、君どうかこ 首吊りの霊の害を除いてくれないか」いわれ とおり 主人は
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と灯火の下に霊がその姿を現し、その陰惨の気は肌・骨を突き刺すようであった。巨大な霊は怒り声をあらげて「お前は私が恐ろしくないのか」といった。某が「 うだ」と返答すると、霊は様々な醜 形 変化して見せた。しばらくしてまた霊は「どうだ、これでも恐ろしくないか」という。某は依然「怖くない」と答える。霊はやや顔色を和らげて「私も絶対にお前をここから叩き出そうというのでは 。ただお前が大言壮語するのが気に入らないだけなのだよ、お前が一言怖いといえば、私は消え去ろうじゃな か」という。それを聞いた某は怒って「実際にお前なんか怖く い、何で偽ってまで怖 なんて ようか、お前の勝手にしろ」霊は再三某に頼んだが、某は一言もこたえなかった。そこ 霊は大きなため息をつき「私はここに住んで三十余年に が、今までおまえのような強情者 見たことがない。 みたい無知な奴と、どうして同居できようか」 いい、その姿を突然消した。ある人がこれ 批判して「霊を恐れ 常人の感情だろう。しかも偽ってただ恐ろ いといえば、何事もなく収まるじゃないか。双方 激 くぶつかり合えばどうなったかわからないよ」といった。 はそ に答え もし神通力のようなものを会得して る者であ なら、気を鎮めて冷静に魔を払うであろう。 かし、私はそんなこと できる人間じゃない。だから気力に っ 相手を凌ぐ方法しかなか
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そこには学者としての戴震ではなく、人間と てかなりくだけた感じの戴震の一端がうかがえる。既述したように話の内容は戴震が他人の話に対して感想や評価、注を加える三話と、戴震自身が話者となる四 である。特徴としては③・⑤・⑦ 三話は徽州地域での話で、いわば地元 怪談というこ にな もしかしたら④・⑥の も、場所を明記していないが徽州地域に伝わっていた話の可能性もある。あ いはむ ろ紀昀のほ が著書の珍談奇聞の内容を広げるために 戴震に対して徽州地方の話を要求したのかもしれない。いずれにしても戴震に関係したこ 七 は記録するべき として『閲微草堂筆記』に採録された。
三、戴震と紀昀の交友関係　
前章では『閲微草堂筆記』から戴震関係の部分をみてきたが、
具体的紀昀と のかかわりは如何なるものであったのか、この点についてを本章では述べていく。周知の如く紀昀と戴震 出会いは、乾隆二十年乙亥のこ である。これは紀昀自身が「考工器図序」おいて「乾隆乙亥夏、余初め 戴君を識り、其の書を奇とす」
（
16）と記していることからも明瞭である。また、 段玉裁は『戴

































領袖というべき人物が朱筠と紀昀であった。朱筠は経学上宋儒の「根拠のない虚構」と「仏教の説 混入」させていることについて批判した。 （中略）紀昀は朱筠よりも更に激烈となり、彼は乾・嘉時代の反程・朱学の第一 猛將と 言うべき存在であった。紀昀は四庫全書館の首席総纂官であ こ


















































昀を「反理学の猛将」とする捉え方である。これらの立場は『閲微草堂筆記』 や『総目提要』等に散見する紀昀の理学に対 る攻撃的言辞からくるも である。　
しかし、既に述べた近藤・吉田両氏の論文に指摘されるように
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　『閲微草堂筆記』に採録された戴震が登場する話は、その勝気な性格や博覧強記ぶりを彷彿とさせる。話者として語った内容は徽州関係の話多いが、当然のことながら怪談であるため、そこには思想的 論 展開はみることはでき いが、しかし、そこには両者の親密な が窺える。戴震が紀昀の邸宅に滞在していとが明確にできるのは、乾隆二十年、乾隆二十四年、乾隆三十八年である。紀昀が「昀 家に主ること前後十年に幾し」
（
40）とい
うのはこの間のことを指す であろう。 乾隆二十年は前述した 『考工図記』出版に関して、二十四年 史栄の『風雅遺音』を出版した時で、楊応芹氏 『段著東原年譜訂補』はこのことを記してはいない。乾隆三十八年は紀昀等の推薦で挙人でありながら四庫全書の参修官に充られた時である。こ 時に戴震は入京後 十月三十日、段玉裁宛の書簡において「僕今暫く紀公の處に寓す」
（
41）
と記している。その後戴震は乾隆四十年に特別に同進士出身を賜り、 翰林院庶吉士を授けられ、 同四十二 五十五歳で没してい　
これらのことから紀昀は戴震のパトロン的存在であり、よき協
力者とみるこ ができるであろう。そのような交友関係 中から『閲微草堂筆記』に戴震の話等が採録されたことは想像に難くない。これらのことから余英時氏 ごとく紀昀が戴震の思想に多大なる影響を与えた す 見解 「反理学」というも を軸にして展開されていったのである。　
しかし、一見軌を一にするがごとくにみえる両者の思想も仔細
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